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問
い
合
わ
せ

 

投
票
で
き
る
方
は

　
次
の
要
件
を
満
た
し
、選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

【
年
齢
】

　
投
票
日
現
在
、年
齢
18
歳
以
上
の
方

（
平
成
10
年
10
月
17
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

【
住
所
】

　

平
成
28
年
7
月
8
日
ま
で
に
甲
賀
市
へ

の
転
入
届
出
を
さ
れ
、10
月
8
日
ま
で
引
き

続
き
住
所
の
あ
る
方

・�

投
票
日
当
日
ま
で
に
市
外
へ
転
出
さ
れ

た
方
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

 

当
日
投
票
す
る
方
法
は

　
市
内
95
カ
所
に
投
票
所
を
設
け
ま
す
。

　
投
票
所
入
場
券（
は
が
き
）に
記
載
の
投

票
所
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

 

当
日
投
票
に
行
け
な
い
方
は
期
日
前
投
票
を

　
投
票
日
当
日
、仕
事
や
旅
行
な
ど
で
投
票

に
行
け
な
い
方
は
、期
日
前
投
票
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

▼�

ど
の
期
日
前
投
票
所
で
も
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。投
票
所
入
場
券（
は
が

き
）に
印
刷
し
て
あ
る
宣
誓
書
を
ご
記
入

の
う
え
、ご
持
参
く
だ
さ
い
。

・�

投
票
日
当
日・期
日
前
投
票
の
ど
ち
ら
も

投
票
所
入
場
券（
は
が
き
）は
お
持
ち
で

な
く
て
も
投
票
で
き
ま
す
。

 

不
在
者
投
票
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
不
在
者
投
票
を
お
考
え
の
方
は
、投
票
期

間
が
短
い
た
め
、早
め
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
不
在
者
投
票
の
指
定
を
受
け
て
い
る
病

院
や
老
人
ホ
ー
ム
等
に
入
院・入
所
さ
れ

て
い
る
方

　
そ
の
施
設
内
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。詳
細
は
、施
設
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
仕
事
や
勉
強
の
た
め
、市
外
に
滞
在
さ
れ

て
い
る
方

　
投
票
用
紙
を
甲
賀
市
選
挙
管
理
委
員
会

へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
所
定
の
身
体
障
が
い
者
の
方
等
で
、事
前

に
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方

　

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
投
票
用
紙
を
甲
賀

市
選
挙
管
理
委
員
会
へ
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。

　
詳
し
く
は
、左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

甲
賀
市
長
選
挙・甲
賀
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙

　
選
挙
は
、
私
た
ち
有
権
者
の
代
表
を
選
ぶ
機
会
、
す
な
わ
ち
私

た
ち
が
政
治
に
参
加
す
る
大
切
な
機
会
で
す
。

　
あ
な
た
の
一
票
が
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
大
切
な

一
票
に
な
り
ま
す
。

　
安
易
に
棄
権
す
る
こ
と
な
く
貴
重
な
一
票
を
活
か
し
ま
し
ょ
う
。

 
10
月
16
日（
日
）７
時
か
ら
20
時
ま
で

◆
告
示
日
　
10
月
9
日
（
日
）�

�

　
告
示
日
の
17
時
の
時
点
で
立
候
補
者
が
定
数
を
超
え
な
い
場
合
は
、
無
投
票
と
な
り
ま
す
。

◆
投
票
の
種
類
　

2
種
類
　
市
長
選
挙・市
議
会
議
員
補
欠
選
挙（
定
数 

各
1
人
）

投
票
日

（
鮎
河
、
大
河
原
、
田
代
、

畑
の
投
票
所
は
19
時
ま
で
）

「
ワ
ク
ワ
ク
農
園
」を
通
し
た
生
活
体
験

　
地
域
の
役
員
と
農
園
サ
ポ
ー
タ
ー
が
小

原
小
学
校
の
ワ
ク
ワ
ク
農
園
で
の
米
作
り

と
野
菜
作
り
の
支
援
を
続
け
て
、今
年
で
17

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。ワ
ク
ワ
ク
農
園
が

地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
の
場
と
な

り
、田
植
え
か
ら
稲
刈
り
ま
で
、土
に
触
れ
、

日
々
の
生
育
を
観
察
す
る
体
験
を
通
し
て

農
業
の
大
切
さ
や
自
然
と
の
共
生
を
学
ん

で
い
ま
す
。

　
ま
た
、収
穫
祭
に
地
域
の
人
を
招
待
し

て
、も
ち
米
や
野
菜
を
使
っ
た
料
理
で
感
謝

の
気
持
ち
を
表
す
こ
と
も
特
色
あ
る
学
校

づ
く
り
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、山
か
ら
来
る
鹿
や
猪
な
ど
に

よ
る
農
作
物
被
害
防
止
の
た
め
、畑
を
囲

む
獣
害
防
止
柵
を
自
治
振
興
会
役
員
で
設

置
し
、子
ど
も
た
ち
の
活
動
を
支
援
し
て
い

ま
す
。

「
小
原
再
発
見
」で
つ
な
が
る
地
域

　
小
原
学
区
は
、神
社
、寺
院
が
各
区
に
建

立
さ
れ
て
お
り
、伝
統
行
事
が
継
承
さ
れ

て
い
ま
す
。し
か
し
、隣
の
区
の
こ
と
に
な

る
と
あ
ま
り
知
ら
れ
て
な
い
こ
と
も
あ
り
、

「
小
原
そ
こ
ら
へ
ん
み
ど
こ
ろ
マ
ッ
プ
」を

昨
年
度
作
成
し
て
小
原
地
域
へ
全
戸
配
布

し
ま
し
た
。今
年
度
は
、そ
の
マ
ッ
プ
を
手

に「
小
原
再
発
見
」と
題
し
て
小
原
地
域
の

歴
史
遺
産
を
巡
る
事
業
へ
と
発
展
さ
せ
、国

指
定
登
録
有
形
文
化
財
を
は
じ
め
、県
指
定

有
形
文
化
財
と
市
指
定
文
化
財
を
中
心
に

地
域
住
民
が
訪
ね
歩
き
ま
し
た
。次
回
は
、

小
川
城
址
登
山
な
ど
、健
康
づ
く
り
＋
ふ
れ

あ
い
交
流
の
企
画
へ
と
展
開
し
て
、も
っ
と

地
元
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

「
小
原
ふ
れ
愛
コ
ン
サ
ー
ト
」

　
「
小
原
ふ
れ
愛
コ
ン
サ
ー
ト
」は
、公
民
館

活
動
サ
ー
ク
ル
の
コ
ー
ラ
ス
と
オ
カ
リ
ナ

グ
ル
ー
プ
の
発
表
と
、地
域
住
民
が
人
権
学

習
を
す
る
日
と
し
て
、小
原
自
治
振
興
会
発

足
当
初
か
ら
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、11
月
27
日
の
小
原
小
学
校

の
多
目
的
ホ
ー
ル
で
の
開
催
に
向
け
て
、子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
一
人
で
も
多
く
の

住
民
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、啓
発
教

材
部
会
で
集
客
に
努
め
て
い
ま
す
。

14

自治振興会の活動内容を紹介しています

▲地元の案内役から説明を聞く参加者

▲昨年度出演者と参加者が「故郷」を合唱する様子

小原
自治振興会

　小原地域は、西区、柞原区、中野区、杉山区、しがらきニュータウン区、小川区、
小川出区の７区で構成しています。
　小原自治振興会では、子どもから高齢者まで地域住民のだれもが住み続けたいと思える、
安全で安心して住める地域をめざし活動しています。
	 	 ❶ 文化と伝統ある特性を生かした地域づくり
  スローガン	 ❷ それぞれの事業をサポートする地域づくり
	 	 ❸ 自主的で笑顔あふれる地域づくり

小
原
自
治
振
興
会（
小
原
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
）
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▲�田植えとサツマイモの苗植えをする様子

期間 時間 期日前投票所

10
月
10
日（
月・祝
）～
15
日（
土
）

8
時
30
分
～
20
時

水口社会福祉センター
福祉ホール

市役所甲南庁舎　１階

土山地域市民センター　１階

甲賀大原地域市民センター
１階

信楽地域市民センター　１階

8平成 28年 9月 15日平成 28年 9月 15日9


